
平成１９年５月２４日

筑 波 大 学

平成１９年度科学技術振興調整費の採択について

○採択分野：若手研究者の自立的研究環境整備促進

若手研究者が自立して研究できる環境の整備を促進するため、世界的研究拠

点を目指す研究機関において、テニュア・トラック制に基づき、若手研究者に

競争的環境の中で自立性と活躍の機会を与える仕組みの導入を図る。

○課 題 名：「次代を担う若手大学人育成イニシアティブ」

○当該課題に携わる主な教員：渋谷 彰教授（人間総合科学研究科）

白岩善博教授（生命環境科学研究科）

金谷和至教授（数理物質科学研究科）

○実施期間：平成１９年度～平成２３年度

○予 算 案：249,000千円（間接経費57,000千円含む）

○課題の概要等：別紙のとおり

（参考）

平成１９年度の「若手研究者の自立的研究環境整備促進」には，全国で２９

件の申請があり，１２件が採択されました。
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人材システム改革構想・概要 
 

○提案構想名   「次代を担う若手大学人育成イニシアティブ」 
○総括責任者名  「岩崎 洋一」 
○提案機関名   「国立大学法人筑波大学」 
 
 

 機関の現状  

筑波大学は世界でも有数の知の集積地である筑波研究学園都市に新構想大学として創設され、

開かれた大学として学問の進展や社会の要請に柔軟に対応し得る教育研究システムを築いて

きた。これまで２名のノーベル物理学賞（朝永、江崎）、１名のノーベル化学賞（白川）の受

賞者を擁し、1996－2006 年の論文の総引用数は、世界で 217 位、国内 12 位である。大学資金

により任期付（３〜５年）の流動的若手教員配置を行い、研究費、研究スペース、研究交流支

援など若手研究者に対する研究環境の整備を行ってきた。先端学際領域(TARA)センターでは、

平成６年より外部評価に基づく任期制を日本で初めて導入し、平成１４年には基礎医学系も続

いた。生物科学系では、平成 17 年度に日本で初めて講師・助教授に対してテニュア・トラッ

ク制を導入した。これらの先導的部局の人材システムの実績を基盤として、平成１９年１月、

本学では第１期中期計画期間が終了する平成２１年度までに学内の全ての組織がテニュア・ト

ラック制か任期制のいずれかを導入することを決定した。 

 

 人材システム改革構想  

本学では、「世界最高水準の学術的成果を生み出すための拠点形成活動を強力に展開し、その成果
を大学院や教育研究センター等にフィードバックすることで、大学全体の教育研究水準を向上させ
る新たな枠組み」として、学長を機構長とする「戦略イニシアティブ推進機構」を平成１９年度に
創設する。本プログラムは当推進機構の機能を活用することで、さらに効果的に人材育成を加速す
るものである。ここで育成された「若手大学人」は、既存の部局の教育研究に加えて、当機構の中
核を担うことが期待される。本プログラムでは、国内外から生命・自然科学分野の１５名の優れた
若手研究者を国際公募により特任助教（または特任准教授）として任用し、5 年後のテニュア審査
を経て、本学が定員流動化を通じて留保している重点配置枠を利用して、准教授（または教授）に
昇任させる。学長は戦略イニシアティブ推進機構を通して、本プログラムを強力に支援する。また
学長が統轄する若手研究者育成推進委員会（審査アドヴァイザリー部門、支援部門、研究戦略部門）
が若手研究者の支援を行う。メンター制度、スタートアップ資金を含む研究費支援、研究補助員配
置、若手研究者専用の研究スペース、および共通機器室などの研究環境を整備する。本プログラム
終了後には大学資金により本プログラムに準じた後継プログラム「若手大学人育成イニシアティ
ブ」を用意して、本プログラムの理念と役割を継承していく。 

 

人材システム改革における達成目標（ミッションステートメント）  

３年目における達成目標 
１） 全１５名の特任教員に対して、業績等全般についての中間評価を行う。 
２） 研究や研究プロジェクトの運営調整などについてアドヴァイスを行う。 
３） 優秀な評価を得たおよそ５名の教員に対して、さらに資金提供などのインセンティブを付

与する。 
４） 学内の全ての部局、組織で、新規採用の助教に対して、５年のテニュア・トラック制また

は任期制を導入、定着させる。 
５） 教員評価システムを確立し、全教員に対する評価を始める。 
 
実施期間終了時における達成目標 
１）本プログラムで任用された特任教員に対して最終審査を行い、育成された優れた若手大学人

をテニュア教員として採用する。 
２）後継プログラムの開始に向け、全部局において、若手研究者に対するメンター制度および研

究費・人的支援制度を確立するとともに、研究環境の整備を完了する。 

（別紙）



実実 施施 体体 制制

支援部門支援部門

・研究費支援・研究費支援
・研究環境整備・研究環境整備
・人的支援・人的支援

審査・審査・
アドヴァイザリー部門アドヴァイザリー部門

若手研究者育成若手研究者育成
推進委員会推進委員会

（統括：学長）（統括：学長）

研究戦略部門研究戦略部門

「次代を担う若手大学人育成イニシアティブ」

他の戦略他の戦略
イニシアイニシアテティブィブ

参加部局
（医学、生物科学、

数理物質科学）

・・メンターメンター
・国際公募・国際公募
・・中間中間・・テニュア審査テニュア審査
・・アドヴァイスアドヴァイス

・研究領域の戦略的・研究領域の戦略的
策定策定

・プログラムの運営・プログラムの運営

若手若手研究者グループ研究者グループ

研究支援研究支援

研究・教育支援研究・教育支援

依頼依頼

支援

相
互
交
流

相互交流

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

研究

教
育

英語による
定例討論会

大学院生指導大学院生指導

WSWS企画・開催企画・開催

教育能力の高い
バランスの取れた
研究者の育成

外国人特任助教による国際混成チームの編成による
国際性とディベート力の養成

プロジェクト
管理

研究グループリーダーとしての
マネジメント能力の涵養

カリキュラム策定

・・研究室環境の整備
・・研究費の獲得と運用
・・研究グループの編成と運営
・・研究および研究環境整備に
関する共同作業

運営調整委員会運営調整委員会
--研究者個々の、及び研究者個々の、及び
共通の問題を協議・解決共通の問題を協議・解決
--教育研究や社会貢献
に関する共同作業



研究補助員支援研究設備支援研究費支援

特任助教
（特任准教授）

国際
公募

３年 ５年

昇任審査中間評価

（１５（１５人人））
国
内
外
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究
者
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）

国
内
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者
（
ポ
ス
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ク
）

大学独自の取り組みとしての

戦略イニシアティブ推進機構

准教授准教授
（（教授教授））

テニュア・トラック制

人材システム改革・若手研究者育成の実施内容

「次代を担う若手大学人育成イニシアテ「次代を担う若手大学人育成イニシアティィブ」ブ」

インセンティブ

国内外の外部委員を過半数含む審査アドヴァイザリー部門

スタートアップ資金

400万円 200万円

（（ １５１５人人））
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